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不妊治療費助成 9,360千円（拡充5,310千円）

体外受精や顕微授精の特定不妊治療費の１回あた
りの助成額を５万円から１０万円に拡充します。

県内
トップクラス！

コンピュータークラブハウス事業 10,000千円

メンターの支援を通し「いつでも」、「安全に」、
「 テクノロジーに触れる・深められ」学校外の居場

所で、子どもたちの隠れた才能を発掘します。

国内
初！

保育園等給食費無料化
平成31年度（半年） 24,070千円、平成32年度以降 48,000千円

2019年10月からの幼児教育無償化に伴い、
実費化される副食費相当を助成することにより、
副食費の無償化を図ります。

県内
初！

教委
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現在
1号認定 ２号認定 ３号認定
３～５歳 ３～５歳 ０～２歳

副食費
4,500円

主食費 実費徴収
3,000円

２０１９．１０月～
1号認定 ２号認定 ３号認定
３～５歳 ３～５歳 ０～２歳

副食費
4,500円 実費徴収 公定価格の対象外

主食費 実費徴収
3,000円

実費徴収 保育料
（公定価格の対象）

実費徴収 保育料
（公定価格の対象）

保育料
（公定価格の対象）

実費徴収 保育料
（公定価格の対象）

実費徴収 保育料
（公定価格の対象）

平成31年10月からのイメージ
第3子の3歳児の場合（1月あたり）
【19月まで】保育料：無料
【10月から】保育料：無料 ＋ 4,500円（副食費）

《主食費（ごはん・パン）と副食費（おかず）の取り扱いについて》

国の制度では、

無償とならない。
副食費無償化

実質
無償化

3



かがっこ応援プロジェクト2019 
「子育て安心パッケージ」を

バージョンアップ

柔道整復師施術窓口無料化 214, 908千円（助成相当額 1,093千円）

現在、償還払いにより助成している柔道整復師施術による医療費助成を
平成31年10月から現物給付化します。助成相当延べ630人分 ＋ ｼｽﾃﾑ改修 702千円

新

保育士キャリアアップ研修 551千円

多様な課題への対応や若手の指導等を行うリーダーを養成すると共に、
資質向上を図ります。《処遇改善Ⅱ改善》 講師3名分（報償費、費用弁償）、消耗品等

新

医療的ケア児支援 2,032千円（拡充992千円）

医療的ケアが必要な児童が、訪問看護を利用しながら、安心して保育園生活を送
ることができるよう支援します。 訪問看護=@84,660円×12か月×2人

ＳＯＳの出し方講座等 742千円

社会において直面する可能性のある様ざまな困難・ストレスへの対処
方法を身に着けるための講座を開催します。 講師（報償費、旅費）、需用費等

新

学童クラブ環境整備 11,200千円

作見保育園の余裕教室を活用し、学童クラブ さくみっ子の活動環境の改善を図り
ます。※資料あり

充
実

充
実

学校教育環境改善 ８８,５３２千円

プログラミング教育等の新たな学習への対応し、職員が児童生徒への指導
に注力し、活力を持って児童生徒に向き合える体制を整備します。

充
実
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